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〔資料〕

1.緒

1993年以降の母子看護領域における家族看護学研究の動向

浅野みどり 1) 立岡弓子]) 杵淵恵美子]) 森 秀子2) 宮里和子2)

要 ヒ=毎
日

我が国の家族看護学はー領域として認識されてからまだ日が浅いため，家族の概念や捉え方は一様

でなく，拠って立つ理論や働きかけ方も様々な現状であるそこで，母子看護学分野の家族看護学研究

の動向を探り，今後の研究の方向性や課題を明らかにしたいと考え， 1993年8月"-'1999年4月の文献

を対象にして，森の先行研究を参考に文献検討を行った.看護学和雑誌9誌から 15のキーワード(乳

幼児・小児と両親，家族，親子関係，ソーシャル目サポートなど)を用いて， 101文献が検索された.

その結果，健康レベルでは健康問題をもっ家族 (68編)を，家族のライフサイクルでは養育期にある

家族 (74編)を研究対象としたものが多かった.研究目的では，対象の理解を目的とした研究 (45

編)が多く ，健康問題をもっ家族における f母親の心理Ji両親への関わりJT母子相互作用Jなどを研究

課題の中心とした研究が多くみられた また，森の結果と比較すると「家族役割jを研究課題とした研

究の報告数が著明に増加していた.しかし， i母子相互作用Jなど限られた家族サブシステムへの関わ

りが中心であり， i家族の力量jなど家族全体性への関わりはまだみえてきていなかった.また，理論

的枠組を明確にした実践研究が少なく，我が国の母子看護領域における「家族看護の理論的枠組み」は

十分なコンセンサスを得られていない現状と考えられた.以上の結果から，今後は理論的枠組みを明確

にして， r健康な家族Ji教育期にある家族Ji家族全体」へと研究対象を拡大した家族看護研究の発展が

望まれる.
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言

本家族看護学会が発足し，家族看護学の研究や実践

活動も活発になってきている.

北米では 1970年代頃から家族そのものを看護の

対象とする家族看護学が誕生し， 1988年に国際家族

看護学会が設立されている.日本においては， 1992 

年に 2大学に家族看護学講座が新設され， 1993年に

千葉大学大学院看護学研究科博士課程の設置記念事

業として， r家族看護学研究の動向jと題する国際シ

ンポジウムが開催された.これらを契機に我が国で

も家族看護学に関する関心が高まり， 1994年には日

しかし，日本では北米に比べ家族看護学が看護学

のー領域として注目を集め出してからまだ日が浅い

ためか，家族の概念や捉え方は一様でなく，拠って立

つ理論や働きかけ方も多様である.また，様々な看護

の領域に広がるという家族看護学の特徴から，専門

領域特有の考え方や方法論も存在しているようであ

る.著者らが専門とする母子看護学領域においても，

古くから家族は看護の対象として重要視されてきて

いるが，その捉え方は様々で確立された理論はない

状況にある.
1)北里大学大学院看護学研究科博士後期課程

2)北里大学看護学部 そこで我々は，最近の母子看護領域における家族
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看護学研究の動向を探り，今後の研究の方向性や課

題を明らかにしたいと考えた．本研究の目的は， 1993

年8月～1999年4月までに出版された和文献の検討

によって，母子看護領域における家族看護学研究の

動向と課題を明らかにすることである．

11. 研究方法

l.文献検索

母子看護領域における家族看護学研究の動向につ

いては，森11が 1988年l月～1993年7月までの日本

の看護学雑誌6誌（日本看護科学会誌・日本看護学

会集録一小児看護・日本看護学会集録ー母性看護・

日本母性衛生学会誌・看護研究・日本看護研究学会

誌）を対象に文献検索を行い，前述の国際シンポジウ

ムで発表している．森は文献検出にあたって，日本の

研究現状では厳密な家族看護学の基準を適応するこ

とは時期早尚として， Gilliss2＞の 5つの基準（表 1)の

表 1. Gillissの家族看護学研究の包含基準

Criteria for Inclusion 

1.研究者の一人以上が，その学問分野のメンバーとして認識され
ている．

2.研究課題が，臨床実践に根本的な関連性をもっている，または
臨床現場において現在日音に問題になっているかどうか．

3.理論的枠組みを試用している，または，研究の根底にその現象
に関する新しい視点を発展させようとする試みがある．

4.研究の方法が信頼できるものである；研究に科学的な価値がある．

5.健康あるいは病気の家族集団の側面，家族役割，家族メンバー
聞の関係性，または，家族集団と環境（ソーシャルサポート，ヘ
ルスケアシステム）との関係性に取り組んだ報告である．

Catherine L. Gilliss, et al.; Toward a Science of Family Nursing. 

Addison-Wesley Publishing Company. 1989. P.39 

表2. Gillissの第5の基準項目

1.健康，病気を問わず家族集団

2.家族役者1
3.家族成員聞の関係

4.家族集団と社会（ソーシャルサポート，ヘルスケアシステム）

うち第5基準に従っている．その基準は，研究の焦点

が家族に関する 4項目（表2）のいずれかについて報

告しているということで、あった．我々は，研究の焦点

を分類し森の結果と比較することで，その後の看護

学研究の変化を明らかにできると考えた．また，わが

国の母子看護領域の研究を家族看護学の明確な視点

でレビューした研究は他になく，森の文献を追従す

ることが妥当であると判断した．

そこで，我々は森の文献を参考に「日本看護関係文

献集jと「医学中央雑誌JCD-ROM版を用いて， 1993

年8月から 1999年4月まで、の文献検索を行った．し

かし，①1994年には家族看護学が発足し 1995年から

学術雑誌発行を開始していること，②家族看護学へ

の関心の高まりから地域看護学，助産学関係の学会

誌にも家族看護学研究論文の掲載の可能性があるこ

とを加味する必要があると考えた．従って，検索雑誌

に関しては日本助産学会誌，日本家族看護学会誌，日

本看護学会集録一地域看護の 3誌を追加し， 9誌を

対象とした．さらに，検索キーワードは森の用いたも

のに「妊産婦Jを追加した 15種類の用語とした（表

3). 

2.文献の分類および分析方法

検索抽出した文献は， 3人の研究者が分担して詳

察した 各文献について，中西3）＇森 41の研究を参考

に，表4に示した 6項目に関して分類を行なった．各

研究者が分類にあたって少しでも判断に迷う場合に

は， 3人で再度抄読・検討して分類した．各文献に関

表3.検索に用いたキーワード

1.乳幼児・小児と母親 2.乳幼児・小児と父親 3.小児と両親
4.家族 5.母親役割16.父親役割 7.親役割 ＆妊産婦
9.母子関係 10.父子関係 11.親子関係 12.夫婦関係
13.家族関係 14. ソーシャルサポート 15.ヘルスケアシステム

表4.各文献に関する分類項目

1）発表年月

2）研究者の背景（研究報告者所属／臨床との共同研究の有無／研究助成の有無）

3）研究目的

4）研究方法

5）研究対象（ライフサイクル段階／健康レベル）

6）研究の焦点（Gillissの第5基準）
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図 1.文献報告数の年次推移

表5，結果の概要

第一著者の所属 教育・研究 26 実務 73 その他 2 

単著・共著の別 単著 16 共著 85 共著のうち臨床との協同 15 

対象のライフサイクル 養育期 74 教育期 12 雨期を含む 15 

対象の健康レベル 健康群 26 健康問題群 68 両群を含む 7 

介入の焦点（Gillissの第5基準） 家族集団 38 家族役割 28 家族成員聞の関係 23 家族集団と社会 12 

する 6項目の分類内容を Excel2000にデータ入力

し，単純集計後にそれぞれの分類項目の傾向につい

て分析した．

111. 結 果

1)報告数の年次推移

母子看護領域における家族看護学研究として，和

雑誌9誌から合計 101文献が検索抽出された．抽出

した 101文献のリストについては，資料として文末

に添付した．年次別に見ると， 1993年7編， 1994

年3編， 1995年22編， 1996年 17編， 1997年28編，

1998年5編， 1999年 19編であった．年次毎のばらつ

きは大きいものの， 1995年以降は 1998年の落ち込み

を除いて年間約20編で，ほぼ横這い傾向であった

（図 1).

2）研究者の背景

筆頭研究報告者の所属については，表5に示すと

おり教育・研究機関に属している論文が26編（26

%），病院等の実務機関に属している論文が73編（72

%），その他として大学院生による論文が2編（2%)

であり，実務者による報告が多かった．

単著共著別にみると， 101文献のうち単著 16

編 (16%に共著85編（84%）と共著が圧倒的に多か

った．共著85編のうち，教育・研究機関の研究者と

臨床実践者による共同研究報告論文は 15編 (18

%）で、あったまた，研究助成を受けて研究を行った

論文はわずか l編であった．

3）研究目的

研究目的別分類では，「対象の理解Jを目的とした

論文が45編（44%）と最も多く，次に「ケア方法の

開発Jに関する論文が 16編 (16%に 「実態調査112 

編 (12%に 「家族の理論と概念構築jに関する論文

が8編（8%）の！！展であった．家族の関係性やtool

の開発検討を目的とした報告はそれぞれ3編， 5編

と少なかった（図 2). f家族の理論と概念構築jや

「toolの開発検討Jを目的とした文献の多くは，日本

看護科学学会誌に掲載されているものであった．
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図2 研究目的分類別の年次推移
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また，研究目的別の年次推移では，「対象の理解J

「ケア方法の開発Jを除いて，年間O～4編での推移と

変化が少なかった（図 2).

4）研究方法

質問紙法によるもの 35編（35.3%に事例検討26

そ編（25.5%に質的研究21編（20.6%）の順で多く，

の他の 19編は質問紙法と観察法（VTRを含む）のよ

68 メミ降雪jト
ロロi26 合計うに 2つ以上の研究方法を用いているものなどであ

った．しかし，このうち 2編は研究方法や研究データ

た研究報告は 15編で、あった．として何を使用したかが明示されていないため，分

(2）健康レベル類不能であった（いずれも日本看護学会一母性看

健康レベル別にみると 「健康問題あり群Jを対象護）．研究方法における経年的特徴は特にみられなか

にした研究報告が68編と最も多く，次いでf健康群jった．

を対象にした研究報告が26編，「健康問題あり群jと5）研究対象

「健康群jの両レベルを対象にした研究報告が7編でライフサイクル段階と健康研究対象については，

あった．研究対象として「健康問題あり群」を取り上レベルの視点から検討した（表5).

「健康群jを対象とした研究の 2.6げた研究が多く，(1）ライフサイクル段階

「健康群jを対しかし， 1996年以降，倍であった．家族社会学者である望月ら51は家族ライフサイク

象とした報告が増加傾向を示してきており，健康なルを 7段階でとらえている．この場合，母子看護領域

家族が研究対象として取り上げられるようになっての研究対象は，主として「養育期Jと「教育期Jの家

きていることが特徴として挙げられた．族に該当する．研究対象の家族のライフサイクル段

6）家族看護学研究の焦点（課題）階について文献数からみると，胎児を含めた f養育

「役割取得J

(1)健康群の研究課題の中心

「健康群Jの研究の課題（表6）は，

「教育期jに関する

［養育期から教育期Jにまたがっ

期Jに関する研究報告は 74編，

研究報告が 12編，
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に関する研究が 13編で約半数を占めた． このうち，

「母親役割取得Jをねらいとしたものが最も多く 7

編，次いで「家族役割取得jが4編，「父親役割取得J

がl編であった．また， 「母子関係J6編， 「家族の

心理jが3編， 「両親への関わりJが2編， 「家族関

係J「育児支援jが各 l編であった

ライフサイクルからみると， 「健康群jの26編の

うち 25編が「養育期jを対象とした研究で， l編の

みが「教育期Jの研究で、あった．

(2）健康問題あり群の研究課題の中心

「健康問題あり群jの68文献中，既存のカテゴリー

（表6）に分類できた研究は 52編であった．このう

ち， f母親の心理Jに関するものが 17編と最も多く，

次いで「両親への関わりJ, 「母親への関わりJが各

8編， 「母子相互作用J7編， 「両親の心理J5編，

「両親の行動J4編， 「医療機関（者）に対する親の

意見（要望）Jが3編の順であった．

また，既存のカテゴリーには当てはまらず，「その

他Jと判断された研究が 16編と多く， 「健康問題あ

り群j全体の約24%を占めていた． 「その他Jに分

類された論文の内容を詳細にみると，「看護職の関わ

りJに関するものが5編と最も多く，次いで「父親J

f同胞jに関するものが各4編であった．また， f家

族の受容過程J2編， 「家族の力量Jl編で、あった．

ライフサイクルからみるとう「健康問題あり群Jの

42編が「養育期J,11編が「教育期Jを対象とした研

究で，やはり［養育期Jが研究課題の中心で、あった．

(3）看護介入の関心の焦点について（Gillissの第5

の基準項目）

研究における看護介入の関心の焦点について， Gil-

lissの第 5の基準項目（表 2）によって分類した結果

を以下に示す.4カテゴリーの中で最も多かったの

は，家族集団について 38編（39%）で，次いで，家

族役割 28編（28%に家族成員聞の関係23編（23

%），家族集団と社会 12編 (12%）の順であった（表

5). 

IV.考察

この調査は，前述の森6）の文献に基づき引き続いて

その後の動向を探ったものであるため，森の結果と

の比較を中心にして考察を述べる．

1.報告数－研究者の背景について

検出された文献数は， 1995年以降は年間約20編と

1993年， 1994年の l桁台と比較して急増していた

が，今回の全検索期間5年8カ月間の総数では，検索

学術誌数を増やしたにも関わらず 101編にとどまっ

ていた．

森の研究も 5年7カ月 (1988年l月～1993年7月）

とほぼ同じ期間における検索であるが 129文献と報

告されている．このことから，母子看護領域における

家族看護研究報告数は，この数年間で増加傾向にあ

るとは言えず，むしろ，コンスタントに関心を持ち続

けられているのではないかと考えられた．「わが国で

は家族が援助の対象として注目され始めたのは

1960年頃からであり，母子看護領域から母子関係を

中心に家族の問題に目を向けてきたJ7lとされてい

るように，母子看護領域は他の看護領域に比べ早く

から家族の看護に関心をもって取り組んできてお

り，研究テーマとして定着してきている結果ではな

し、かと考えられた． 1998年の論文数が少ないのは，

「日本看護学会集録jが「日本看護学会論文集Jに変

わり発行時期が変更されたことによる影響と思われ

る．また，今回の研究では看護学領域の学術雑誌に掲

載された文献だけを検索の対象としているため，「小

児保健研究J「学校保健研究J「思春期学Jなど，看護学

以外の研究者を広く学会員とした学術雑誌について

は検索の対象外としている．しかし，これらの学術誌

にも家族看護学研究が掲載されている可能性があ

り，今回の研究結果は，この点で研究の限界を有して

いる．

研究報告者の背景では，筆頭著者の所属は 73編

(72%）が病院等の実務機関で、あったが，森はこのこ

とについては触れていないため直接的な比較はでき



家族看護学研究第6巻第2号 2001年 127 

ない．しかし，やや時代を逆のぼるが 1968～1977

年の 10年間における「看護研究J誌上における看護

研究の動向に関する中西の報告白および＼嶺岸らのが

ん看護実践領域における 10年間 (1988～1997年）の

研究に関する報告91では，共に 70%以上が大学教

育研究機関に所属していたという結果があり，これ

らと比較すると逆の結果であった．これは，今回検索

した学術雑誌の中に「病院等の実務機関に所属する

臨床看護実践者の発表者が比較的多いJと言われて

いる日本看護協会主催の「日本看護学会集録一母性

看護・小児看護・地域看護jの3誌が含まれている

ことによるものと考えられた．さらに，母子看護領域

では実践現場での家族看護への関心も高いことから

実務機関に所属する筆頭著者が多数を占めたものと

考えられた．

また，共著による文献が84怖を占めているが，実

務機関と研究・教育機関との共同研究はこのうち

18%にとどまっており，前述したように実践現場で

の家族看護に対する関心が高いことを考慮すると，

今後の研究協力の発展と充実が望まれる．

さらに，今回の結果では「研究助成を受けたJとい

う記載のある文献はわずか 101編中 l編と非常に少

なかった．文部省科学研究費補助金の「医学一般J5 

細目における“看護学”の採択研究課題数は，平成

4 (1992）年度58件（20.3% ）から平成80996）年度

には 173件（39.4% ) 101と年々増加傾向にある．この

現状を考えると，今回の結果は予想外に少なかった．

その原因として考えられるのは，これらの研究が学

術雑誌ではなく報告書としてまとめられている可能

性，あるいは，各学会等での研究成果発表はなされて

いても未だ原著論文として掲載されていない可能

性，および他雑誌へ投稿されている可能性などであ

る．加えて，少子高齢化社会が大きな社会問題になっ

ているとはし、え，介護保険制度の導入など一連の高

齢化に対する社会的危機感や政策的関心に比べ，母

子領域に直結する「少子化jに対する危機感や政策的

関心の低さを反映しているのではないかということ

が危慎されたさらに文部省科学研究費補助金（基

盤研究，萌芽的研究，奨励研究）における平成 11

年度採択状況では，医学研究に占める看護学研究比

は採択課題件数でわずか3.3%，配分額では 2%程度

との報告111がある.Cureより Careの時代といわれる

時代背景を考慮すると，看護学領域は今後さらに研

究助成金獲得に向けた努力が必要と考えられた．

2.研究目的－研究方法について

研究目的をみると，対象の理解（45%）・ケア方法

の開発 07%）・実態調査 02%）の上位3項目で全

体の 7割強を占めている．しかし，今回の結果では家

族看護理論や概念の構築・ツールの開発に取り組ん

だ研究も，大学など教育・研究機関の研究者を中心

に約 13%みられた．前述の森の文献では「病児をも

っ家族へのかかわりの検討にとどまっており，看護

方法の開発の研究はほとんどない状態だったJと指

摘されている．これらの結果と比較すると，この面に

おける家族看護学研究の進歩・発展の兆しがみられ

たと判断できるものと考える．

一方，研究方法について述べると，質問紙法（35.3

%に面接などの質的研究（20.6%）を併せた調査研

究は約 56%を占め，中西，嶺岸らの結果に比べ5

～10%程度高かった．なお，これらの文献における

「研究方法の分類jの仕方にはそれぞれ若干の相違が

あるため完全な比較はできないが，今回の結果では

実験研究ではなく，質問紙調査研究，事例研究が多い

傾向にあった．これは，以下のような家族看護学研究

の特徴によるものではないかと推察できた．ひとつ

は， Friedman121がそれぞれの家族の uniquenessを理

解する努力が必要だと指摘しているように家族には

多様性があり，介入するにあたって厳密な変数の操

作が困難であることが考えられる．さらに，複雑な家

族の相互作用，家族夕、イナミクスの説明には，疫学モ

デル（直線的因果関係モデル）は単純過ぎて不適切で

あること 131が考えられた．

また，研究の理論的概念枠組みを明確に示した研

究やアセスメントツールの開発を目指した研究は極

限られた学術誌上でしかみられず，看護学研究全体

には浸透していないことを示すものと考えられる．
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加えて，検索文献の 72%が実践現場に所属する筆頭

著者によるものた、ったことも影響している可能性が

ある．今回の結果では，理論的概念枠組を明確にした

研究，アセスメントツールの開発を目指した研究の

絶対数が少なかったことから わが国の母子看護領

域で用いられる主要な「家族看護の理論的枠組みJ'

「家族アセスメントツールjの形式がとくに見いだせ

なかったと考える．今後は， Gillissの第3，第4基準

に示されている様に，既に提唱されている理論的枠

組やツールを積極的に実践現場で活用し，有効性を

検証する研究の発展が望まれる．

3.研究対象のライフサイクルおよび健康レベル

について

家族のライフサイクル段階からみると，養育期の

研究が7割以上を占め，森の結果より若干低いもの

の類似した傾向にあった．「新しい家族の誕生により

親役割を獲得し，新しい家族関係を形成するJという

新たな課題を前にして，様々な問題が起こりやすい

こと 14)15）はよく知られており，この時期の看護介入に

対する関心の高さを反映する結果といえる．また，教

育期，および養育・教育期を通じた研究は微増傾向

にあるがまだ十分とは言えない．これは，教育期の対

象が，健常児の場合は主として学校保健の範暗でカ

バーされており，多くの看護職は直接接触する機会

が少ないこと，学童期は通常曜患率が低い時期であ

ることから，研究対象としにくいことも影響してい

ると考えられる．しかし，今日のいじめ，思春期の問

題行動の増加などにみられる社会的背景，さらに小

児期からの健康的なライフスタイルの確立の重要

性16）を考慮すると，第 l次予防が家族看護の主要な

実践であるという観点からも，今後は学校保健との

連携を推進し，教育期を対象とした研究の発展が必

要だと考えられる．

健康レベル別にみると，「健康問題あり群jを対象

とした研究は，森の 82.3%という報告よりは若干低

かったが70%と多く，研究者の主要な関心は「健康

問題あり群jの家族で、あった．これは，病院等実践機

関に所属する研究者が7割と多かったことをふまえ

ると当然の結果と考えられる．しかし，先にも述べた

ように 1996年以降は「健康群Jを対象とした研究が

含まれるようになってきている．健康的なライフス

タイル獲得にあたって学童期の及ぼす影響の重要’性

を考慮すると，生活習慣病予防の観点からも「健康

群jの家族に関する研究の発展が望まれる．

また，「健康問題あり群Jでは，ライフサイクル段

階別にみて「教育期Jを対象とした研究の割合が「健

康群jに比べて若干多く，入院・通院中の学童につい

ては看護研究の対象として得やすいためであろうと

考えられた．

4.家族看護学研究の焦点（課題）について

「健康群jにおける研究の課題は， 「役割の取得に

関するものJが半数を占めていた．森の報告では，

「日本においては，母親役割，父親役割，家族役割に

一定の概念化がまだなされておらず，研究を困難に

しているJと指摘されていたが，今回の結果からはこ

の課題についても徐々に取り組まれてきているとい

うことが確認できたと考える．また，研究の関心は

「母親役割取得jが最も多いものの，「父親J「きょう

だし、J「祖父母Jなどの家族役割へと研究の関心に広

がりを見せていた．

「健康問題あり群jにおいては，「母親の心理J「母

親への関わりJなど母親に関することがやはり多く，

看護者が子どもの重要他者としてもっとも認識して

いるのは「母親Jであることが改めて確認できた．ま

た，注目すべきこととして，森の報告では 5%弱であ

った「その他jに分類される研究が24%に急増して

いる．「父親j「きょうだいJ「家族の受容過程J「家族の

力量Jなど研究の視点が広がってきていることを示

していると考えられた．

わが国の母子看護領域における家族看護学研究の

特徴について，森は Gillissmの第5の基準に沿って考

察しているしかし，森の報告では，各項目に関する

文献数をすべて明らかにして述べてはし、ないので，

この報告との大きな相違点についてのみ考察を述べ

る．もっとも顕著な項目は，先にも触れたが「家族役

割Jで全体の 27%を占め，森の報告5件と比較する
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と約6倍近くの報告数を示し，発展の兆しが明確に

なった．また，「家族集団と社会jについて森の報告

では「ほとんどなかったJとしているが，今回の研究

では 12編 02%）と増え，とくにソーシャルサポー

トに関する研究が目立っていた．これは，検索雑誌の

一つに「日本看護学会集録一地域看護Jを加えたこと

も影響していると考えられるが，日本看護科学学会

誌上においては小児看護領域（文献No.64中村ら），

母性看護領域（文献No.60喜多）のそれぞれにソーシ

ヤルサポートに関連した原著論文がみられた．「家族

集団と社会の関係性jという家族とその上位システ

ムである社会との相互作用に対する関心は，地域の

看護職に限られたものではなく母子看護領域の看護

職へと広がりをみせていると考えられた．

一方， Gillissの理解では「家族集団jについて「集

合体としての家族全体jを示していると思われるが，

本研究の対象となった研究では「家族集団jとはいえ

「病児の母親J「病児の父親jなど家族サブシステムに

対する看護者の関心や看護者の関わり方への関心で

あった．したがって，我が国の母子看護領域における

研究は病児を抱える家族の一部分に対する看護介入

が主であり，家族の全体』性への関わりはまだみえて

きていないという印象を受けた．つまり， Friedman181

の示す家族看護実践のレベル3(Family Subsystem 

as Client）についての研究はみられ始めているが，レ

ベル4(Family as Client）には至っていないと考えら

れる

5.今後の研究の方向性と課題

今回，わが国の母子看護領域において十分コンセ

ンサスの得られた「家族看護の理論的枠組みJや「家

族アセスメントツールjというものは見出せなかっ

た．そのため，各々の研究結果の統合や臨床実践現場

で直ちに有効活用することは難しい現状にあると考

えられる．今後は， Gillissの第4基準にあるように，

信頼できる研究方法を用いた研究をすることで，例

えば各研究結果をメタ分析によって統合し，臨床実

践に活かすなどの努力が必要であると考える．一方，

最近になって家族看護学会第6回，第7回学術集会

ではカルガリーモデルを用いた介入の実践活動報

告191却）がみられるようになってきた．これは，

Wright211が前述のシンポジウム (1993年）で Interven-

ti onの重要性を強調しているように望ましい現象で

あり，今後ますます実践的家族看護介入研究の発展

が望まれる．また，母子関係，父子関係，夫婦関係と

いう家族サブシステムだけでなくう家族集団や家族

全体のダイナミクスを対象とした研究方法の確立，

推進が切望される．

最後に，理論的枠組を明確にした実践研究をさら

に推進することが，わが国の母子看護領域における

看護実践場面で活用できる研究成果をもたらし，家

族看護学の発展に寄与するものと確信している．

（受付 ’00. 4. 3 l 
採用 ’00.12.25 
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